
主目的 6 29 3

副目的

款 項 目 大 中

◆２４年度実施内容

〇中小企業相談所運営費補助金

　中小企業者育成及び経営指導等を実施している小牧商工会議所内の中小企業相談所の

運営費を補助した。　　15,000千円

〇中小企業設備近代化助成金

　市内中小企業者の近代化及び合理化に必要な設備の導入を促進するため、償却資産の

新規取得に対して助成をした。　　21,355千円

〇ＩＳＯ認証取得助成金

　中小企業の良好な品質管理及び環境に配慮した経営体制を構築し、産業の振興に寄与

する目的で、ＩＳＯの認証取得をした市内企業に対し、審査登録に要した費用の１／２以内で

助成をした。　　1,040千円

〇産業活性化事業

　市内企業の情報を大学・高校等に提供し、紹介、宣伝するとともに、各企業のＰＲ及び地

域との連携を図るための産業フェスタを開催した。平成２３年度より春日井市・春日井商工

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

市内企業と市民の交流を促進し、地域産業の活性化を図ると共に、中小企業者の育成と健

全な発展を図る。中小企業者の経営支援及び技術改善により小牧市商工業全体の振興に

寄与する。

内容

（手段）

商工観光課

商工労政係

2

中小企業相談所運営費補助金交付要綱、産業活性化事業費補助金交付要綱、中小企業設備近代化助成金交付要綱、小牧市中

小企業ＩＳＯ認証取得支援助成金交付要綱、小牧市中小企業エコアクション２１認証登録支援助成金交付要綱

2

平成３０年度以降

商工業

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

既存商工業の近代化・高度化を推進する

1

平成１２年度以前

産業振興

7

～

根拠法令・個別計画

1

担当部

担当係
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域との連携を図るための産業フェスタを開催した。平成２３年度より春日井市・春日井商工

会議所・小牧商工会議所と共催で、「合同説明会」「人事担当者向け講習会」「教育機関就

職担当者と企業との懇談会」の３事業を実施した。　　11,000千円

◆２４年度その他直接経費の内訳

　普通旅費（8千円）、特別旅費（32千円）、消耗品費（18千円）、中小企業団体中央会負担

金（15千円）、エコアクション２１認証取得助成金（298千円）－平成２３年度事業開始

◆２５年度直接経費の内訳】

　普通旅費（29千円）、消耗品費（112千円）、印刷製本費（149千円）、通信運搬費（170千

円）、中小企業団体中央会負担金（15千円）、エコアクション２１認証取得助成金（750千

円）、中小企業相談所運営費補助金（15,000千円）、中小企業設備近代化助成金（25,000千

円）、ＩＳＯ認証取得助成金（1,600千円）、産業活性化事業補助金（11,000千円）、ＩＳＯ認証更

新助成金（7,500千円）
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・中小企業設備近代化助成金については、企業の設備投資について若干の回復傾

向が見られることもあり件数は増加傾向にある。

・ＩＳＯ認証取得助成件数は、平成２４年度は４件の助成を行ったが、目標件数には至
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事業実施におけ

る課題

・ＩＳＯの取得助成については平成１２年度から開始し、192件の助成を行っているが、

平成１６年度をピークに減少傾向にあり、近年では申請件数も少ない状況である。

・更新費用の負担から、更新を行わない企業も見受けられることから、更新時の助成

について検討をする必要がある。（平成２５年度予算措置）

・環境省ガイドラインエコアクション２１の認証取得助成については、愛知県を含め制

度の周知に努めているが、制度活用の広がりが見られない。

・現在の中小企業を取り巻く経済情勢は厳しく、中小企業の取組みに対する負担を軽事業を縮小・
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多くの中小企業が立地する本市において、本事業は必要な事業と判断できるが、現状では市からの

助成金の効果が見えにくい状況となっている。中小企業を含め、企業活動は、経済情勢などに左右さ

れることが多く、市の助成金単独の成果を正しく把握することは困難ではあるが、多額の経費を投入

している以上可能な限り事業の成果や課題を把握、検証し、常に効果的な助成に心がける必要があ

る。

特に、ISO認証取得助成件数、エコアクション21認証取得助成件数については、実績数も極めて少な

く、25年度から実施しているISO認証更新助成も含め、今後、改めて必要性や効果の検証を行う必要

がある。

また、本事業は、全て助成を行う事業であるが、市が主体的に実施する事業についても検討する必要

がある。

なお、現在、産業振興基本計画を関係団体等と協議をしながら策定作業中ではあるものの、具体的な

支援体制や補助制度等が明確になっていないことから現状では維持と判断する。
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２６年度以降

の改善案

判　定　理　由

拡　大

・ＩＳＯの更新審査費用に対する助成を平成２５年度より実施する。

・市内中小企業者の経営の安定や新たな事業展開に必要な支援について、現在策定

中の産業振興基本計画において検討し、支援体制や補助制度の強化・充実を図る。

果果果果

・現在の中小企業を取り巻く厳しい経済情勢の中で、中小企業の取組みに対する負

担を軽減し、中小企業の健全な発展を支援する補助制度及び支援体制の拡大は必

要である。

判定理由

・現在の中小企業を取り巻く経済情勢は厳しく、中小企業の取組みに対する負担を軽

減する補助制度及び支援体制は必要である。

　事業を廃止しては、地域経済の停滞につながることが考えられる。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

対象の拡大や手段の充実等により、事業のボリュームを拡

大すべきもの

２５年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

支援体制や補助制度等が明確になっていないことから現状では維持と判断する。


